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〈シンポジウム〉

『色彩から考える香粧品学～色がもつ不思議な力と効果～』

肌色の見えから顔色の見えへの昇華
棟 方 明 博

From Skin Colorimetry to Facial Color Appearance

Akihiro MUNAKATA

Abstract
This review argued how to be seen flesh color with Japanese woman’s flesh-colored change based on the flesh-colored 

data measured in 1991 and 2001, and Japanese woman’s flesh color in 2001 became white compared with 1991. And the 
cause by which flesh color became white was a change in consciousness to sunburn skin. The flesh color was decided by the 
more or less of the melanin amount and the more or less of the hemoglobin amount, but flesh-colored white was argued by 
the more or less of the melanin amount solely. But we found the increase of the hemoglobin amount was light, and that also 
makes them feel flesh color in white. It was confirmed that this phenomenon becomes clear at the time of the value to the 
facial skin.
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1.　はじめに―色彩と肌色

本稿のテーマは色彩としての肌色であるが，肌色とい
う表記にいささかも差別的な意図や背景のないことと，
化粧料や化粧仕上がりに関連した記述として「皮膚色」
より「肌色」を慣例的に多用するので本稿では肌色と表
記する。色彩は 3種の視細胞を起源とする色の感覚で，
現在主流となっている色覚説（反対色説）では，眼にあ
る 3種（LMS）の視細胞が能動的に作用して「赤⇔緑」
「黄⇔青」「黒⇔白」の感覚を発生させて色を感知すると
考えられている。すなわち，一般的にいわれる RGBに
近い概念の LMS視細胞の信号を脳の高次処理によって
「赤–緑／黄–青」直交座標系での強度（色度）と「黒い
／白い」の強度（明度）へ変換し，その合成量を色彩と
して知覚している…とする説である。加えて照明光や背
景色などの外的要因との関係性の複雑さなどから，色彩
を直接計測する「色覚センサー」はいまだ実現しておら
ず色彩科学に携わる者の課題の一つとなっている。
多くの課題と可能性を秘めている色彩の中でも肌色の
存在は特別であり，写真・印刷・放送・ディスプレー・
照明などのヒトやヒト画像との関わりの強い業界では肌
色が基準や標準として設定されており，化粧や化粧料に
とっても肌色は重要な研究課題の一つである。本稿では
接触型分光色彩計による肌色計測事例を紹介するととも
に，色彩が官能値であるという原点に立ち戻り，将来に

向けた肌色の評価手法の方向性を提案するものである。

2.　肌色の計測―分光測色の本質

本稿で扱う肌色データはすべて Fig. 1に示すミノルタ
（現コニカミノルタ）製分光色彩計・CM-1000RHsによ
り測定されたものであり，その測定原理は JISにも定め
られており代表的な肌色データである頬部のデータ例と
ともに Table 1に示す。対象物（肌）の分光反射率を起
源とし，物体色の 3原色に相当する XYZを共通の出発
データとする「3 属性による表示／JIS-Z-8721」と
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Fig. 1. 分光色彩計（CM-1000RHs／測定径 10 mm–照明
径 15 mm・ミノルタ製）．


